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２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算

令和８年度当初歳出予算説明資料（部別総括表）　　公安委員会

（単位：千円）

国庫支出金 その他特定 一般財源 増減額(A-B) 率(A/B)

公安委員会 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

  一般会計 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

　　 警察本部 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

区分
令和８年度

当初予算額　A

財源内訳 令和７年度
当初予算額 B

対前年度比較

令和８年度当初歳出予算説明資料（目別総括表）　　警察本部

（単位：千円）

国庫支出金 その他特定 一般財源 増減額(A-B) 率(A/B)

警察本部　計 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

  一般会計 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

　（款）警察費 32,260,824 659,835 3,777,227 27,823,762 30,109,821 2,151,003 107.1% 

　（項）警察管理費 27,652,033 175,658 2,819,749 24,656,626 25,889,179 1,762,854 106.8% 

　　（目）公安委員会費 14,594 0 0 14,594 14,165 429 103.0% 

　　（目）警察本部費 24,296,995 2,033 1,374,523 22,920,439 22,952,342 1,344,653 105.9% 

　　（目）装備費 561,205 173,625 0 387,580 434,566 126,639 129.1% 

　　（目）警察施設費 2,022,575 0 1,363,871 658,704 1,704,726 317,849 118.6% 

　　（目）運転免許費 756,664 0 81,355 675,309 783,380 -26,716 96.6% 

　（項）警察活動費 4,608,791 484,177 957,478 3,167,136 4,220,642 388,149 109.2% 

　　（目）警察活動費 4,608,791 484,177 957,478 3,167,136 4,220,642 388,149 109.2% 

区分
令和８年度

当初予算額　A

財源内訳 令和７年度
当初予算額 B

対前年度比較

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算
令和８年度当初歳出予算説明資料　【一般会計（事項別）】　　警察本部

（単位：千円）
目 事項

予算額 事項名 予算額 説明及び事業名
公安委員会費 14,594 委員報酬 6,816 公安委員の報酬

１　公安委員報酬
　　公安委員　　　　　　　３名

6,816 

委員会運営費 7,778 公安委員会運営に要する経費
１　宮崎県防犯協会連合会補助金 1,216 
２　警察署協議会運営費 3,528 
３　その他公安委員会運営経費 3,034 

警察本部費 24,296,995 職員費 20,949,795 職員の人件費
１　職員給与費
　　総職員数　　　２，３５５名

　　　警察官　　　２，０３４名

　　　一般職員　　　　３２１名

20,949,795 

運営費 3,347,200 警察職員設置に要する経費
１　会計年度任用職員雇用報酬 239,141 
２　退職手当 1,455,049 
３　駐在所等協力家族報償費・駐在所等接遇費・交番等接遇費 68,082 
４　各種表彰等警察運営報償費 2,885 
５　警察職員の赴任旅費 68,242 
６　警察官等の被服購入費 136,350 
７　警察職員の健康診断手数料 50,097 
８　健康管理支援システム整備事業 1,583 
９　電子計算組織運用経費 20,816 
10　警察業務電算化推進事業 500,000 
11　公文書管理システム整備事業 3,512 
12　政策調整研究費 2,700 
13　調整事務費 204 
14　カラーガード隊員運営事業 27,623 
15　警察学校給食の民間委託事業 17,596 
16　警察法規集等の電子システム化事業 2,994 
17　留置施設視察委員会設置に要する経費 583 
18　ＬＡＮ配線更新作業業務委託 16,905 
19　新たな時代に対応する警察通信指令システム整備事業 294,406 
20　落とし物の早期返還を実現するための窓口充実・強化事業 9,239 
21　職員のメンタルヘルスケア支援事業 2,801 
22　その他職員設置経費 426,392 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算

（単位：千円）
目 事項

予算額 事項名 予算額 説明及び事業名
装備費 561,205 装備費 561,205 警察機動力及び警察装備の計画的整備充実強化と装備活動に要する経費

１　交通取締専従員等の特殊被服購入費　（国１／２　県１／２，県単） 8,512 
２　警察装備資器材購入費　（国１／２　県１／２，県単） 15,045 
３　警察活動用車両維持費　（国１／２　県１／２，県単） 265,155 
４　警察装備資器材維持費　（国１／２　県１／２，県単） 19,408 
５　警備艇運用経費　（国１／２　県１／２，県単） 3,148 
６　警察車両の任意保険加入事業費 8,246 
７　警察車両の計画的更新整備事業 11,959 
８　警察ヘリコプター警察活動事業費　（国１／２　県１／２，県単） 36,210 
９　警察用航空機備品のリプレイス事業 123,979 
10　警察用航空機耐空検査及び定期点検整備に要する経費
　　（国１／２　県１／２，県単）

69,543 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算

（単位：千円）
目 事項

予算額 事項名 予算額 説明及び事業名
警察施設費 2,022,575 警察施設費 1,653,713 警察施設の計画的整備と適正な維持管理に要する経費

１　交番、駐在所庁舎新築費 24,398 
２　警察庁舎及び宿舎維持管理費 23,932 
３　空港警備派出所事務室管理事業費 6,286 
４　西階交番移転経費 88,200 
５　太陽光発電設備リース料 7,680 
６　宮崎県総合自動車運転免許センター建設整備事業 185,473 
７　地域に密着した警察活動の拠点となる警察施設執務環境整備事業 4,666 
８　その他警察施設営繕費 893,431 
９　その他警察庁舎及び宿舎維持管理費 419,647 

警察署庁舎建設費 368,862 警察署庁舎建設に要する経費
１　宮崎西警察署（仮称）整備事業 323,980 
２　都城警察署整備事業 44,882 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算

（単位：千円）
目 事項

予算額 事項名 予算額 説明及び事業名
運転免許費 756,664 運転免許費 756,664 運転免許試験及び各種講習その他運転免許事務処理に要する経費

１　運転免許証更新時、安全運転管理者講習委託料 121,998 
２　指定自動車教習所検定員指導員講習委託料 3,010 
３　運転免許試験及び運転免許事務関係等備品購入費 1,839 
４　運転適性相談充実強化事業 17,022 
５　会計年度任用職員（原動機付自転車講習指導員） 3,084 
６　運転免許事務委託料 89,898 
７　運転免許取得時講習委託料 1,840 
８　指定自動車教習所等に対する仮免許事務委託料 25,525 
９　運転者管理システム整備事業 104,676 
10　診断用模擬運転装置（シミュレーター）更新事業費 2,074 
11　道路交通法に伴う講習体制整備事業費 88,579 
12　運転免許試験場コースの一般開放事業費 6,161 
13　高齢者講習等直営事業 3,375 
14　道路交通法の一部を改正する法律に伴う運転免許整備事業 14,667 
15　運転免許証・マイナンバーカード一体化事業 26,168 
16　運転免許証ＩＣカード化運営事業 97,275 
17　道路交通法改正に伴う整備事業 25,364 
18　運転免許共通基盤システム利用料 36,163 
19　その他運転免許試験及び運転免許事務関係等経費 87,946 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算

（次頁に続く）

（単位：千円）
目 事項

予算額 事項名 予算額 説明及び事業名
警察活動費 4,608,791 一般活動費 2,069,227 生活安全、刑事及び交通等警察活動全般に要する経費

１　警察電話専用料等警察電話通信費　（国１／２　県１／２，県単） 127,493 
２　風俗営業管理者等講習委託料 4,109 
３　道路使用許可調査業務委託料 9,357 
４　自動車保管場所証明事務に要する経費 70,798 
５　警察活動用備品購入費　（国１／２　県１／２，県単） 31,483 
６　被留置者経費　（国１／２　県１／２，県単） 59,748 
７　国スポ・障スポ開催に伴う警衛・警備対策事業 39,745 

[新] ８　安全安心アプリ導入事業　（国１／２　県１／２，県単） 16,764 
９　交通安全指導員及び民間交通安全協力隊維持委託料 165,780 
10　自動車安全運転センター等負担金 1,123 
11　交通鑑識強化のための機器整備事業　（国１／２　県１／２） 5,352 
12　ＧＩＳ（地理情報システム）による交通事故総量抑止対策事業 16,416 
13　総合指揮室資機材整備事業 10,040 
14　みやざき被害者支援センター業務委託事業
　　（国１／２　県１／２，県単）

11,051 

15　犯罪被害者支援推進事業費　（国１／２　県１／２，県単） 3,622 
16　暴力団排除活動推進事業 6,301 
17　指紋情報高度利用システム整備事業 47,443 
18　災害警備対策の充実強化事業費 9,627 
19　少年サポートセンター運営事業費　（国１／２　県１／２，県単） 747 
20　証拠能力確保のための多機能カメラ整備事業
　　（国１／２　県１／２，県単）

2,780 

21　放置駐車違反処理・管理システム等整備事業 61,778 
22　総合的交通指導取締り、事故処理等資機材整備事業
　　（国１／２　県１／２，県単）

1,503 

23　高齢者のための交通安全対策事業 7,292 
24　警察航空隊体制強化事業 15,188 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



２ 予算議案等
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【議案第１号】令和８度宮崎県一般会計予算
（単位：千円）

目 事項
予算額 事項名 予算額 説明及び事業名

[新] 25　通信指令システム設計委託事業 28,557 
26　組織犯罪撲滅に向けた高機能システム改修事業 5,821 
27　精強な第一線警察構築に向けた治安基盤の整備事業
　　（国１／２　県１／２，県単）

14,959 

28　地域の安全を守る街頭活動強化事業 263,820 
29　交通違反取締り用資機材整備事業　（国１／２　県１／２，県単） 12,910 
30　捜査情報統合管理システム整備事業 220,721 
31　官民連携サイバーセキュリティ対策事業 2,226 
32　ＤＸを活用した高齢運転者の交通事故防止事業 12,676 
33　警察無線システム高度化整備事業 13,576 

(改) 34　サイバー攻撃対策強化事業 3,094 
35　死因究明等推進事業　（国１／２　県１／２，県単） 26,168 
36　サイバー捜査支援強化事業 19,563 
37　特殊詐欺高齢者等被害対策事業 8,001 
38　デジタル写真集中印刷処理事業　（国１／２　県１／２，県単） 14,923 
39　ＯＳＳ（ワンストップサービス）システムの運営事業 68,197 
40　犯罪の客観証拠化に資する捜査用カメラ整備事業 2,881 
41　警察安全相談管理システムの共通基盤移行費用 32,670 

[新] 42　刑事手続ＩＴ化事業 12,253 
43　その他警察活動経費等　（国１／２　県１／２，県単） 580,671 

交通安全施設維持費 458,232 交通安全施設維持管理に要する経費
１　交通安全施設維持電気料及びその他交通安全施設維持管理費 458,232 

交通安全施設整備事業費 2,081,332 交通安全施設整備事業に要する経費
１　交通管制及び信号機改良等整備費　（国１／２　県１／２） 590,640 
２　信号機新設、道路標識及び道路標示等整備費 1,395,602 
３　信号機等のデザインポール共架整備費 62,664 
４　交通安全施設の災害対策強化事業費 8,276 
５　コンクリート製信号機柱の鋼管柱化　（国１／２　県１／２） 24,150 

令和８年度当初歳出予算について 警察本部会計課



防犯に関する安全安心アプリを導入し、地域における事件事故や具体的な防犯対策等の情報を県民に
積極的かつタイムリーに発信することで、自主的な防犯行動を促し、安全・安心な宮崎県を実現する。

事業の目的

⑴ 事業内容
県民へのリアルタイムな

情報が提供できる宮崎県警版
の安全安心アプリ導入

⑵ 事業の仕組み
県 民間企業

⑶ 成果指標
アプリのダウンロード累計数 現状（令和７年度）０件 → 令和10年度 50,000件

事業の概要

安全安心アプリ導入事業新

令和８年度～令和10年度事業の期間

委託

警察本部 １６，７６４千円
【財源：国庫、県債、一般財源】
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犯罪

特殊詐欺

交通事故
不審者

各種情報の発信

①【現在地通知機能】

あらかじめ登録しているメン
バー（家族や友人）に位置情報を
通知

アプリの代表的な機能
②【プッシュ通知】

県民に知っ
て欲しい情
報を、タイ
ムリーにお
知らせ

③【地図機能】

各種犯罪
の発生情
報等を地
図上に表
示

④【防犯ブザー機能】

画面のタップ
でブザーが鳴
動し、周囲が
被害を認知。
２回タップで
１１０番通報

⑤【ＳＮＳ連携】

県警公式ＳＮＳアカウン
トと連携し、ＳＮＳ未利
用者にも発信

API連携

プッシュ通知

２ 予算議案等 警察本部会計課
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⑲ 特殊詐欺の防止対策について、引き続き、民間事業者と連携して被害額の大きい架空請求詐欺の水際対策を続 
けるなど、多様化している特殊詐欺について、多方面から継続的な対策を講じること。（警察本部） 

  
本県の令和７年の特殊詐欺被害は認知件数９８件、被害額約３億９千万円で、前年より２４件、約１億９千万円 

増加しました。 
 

一方、統計上、特殊詐欺とは別に計上しているＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害は、認知件数７５件、被害額 
約９億９千万円で、前年より６件減少したものの、約９千万円増加し、特殊詐欺とＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺を 

合わせた被害総額は約１３億８千万円、前年比約２億８千万円増加と極めて深刻な状況にあります。 
 
 県警では、これらの被害防止対策として、３つの対策を推進しており、１つ目は、犯人からの電話をとらせない 
撃退力向上対策として、特殊詐欺等撃退ローラー作戦を実施し、地域警察官が、直接個別訪問し、注意喚起等を行 
うことです。 

２つ目は、だまされないための広報啓発である看破対策として、県警や企業団体が連携して各種媒体を活用して 

のタイムリーな情報発信を行うなど多くの広報啓発活動を推進しております。 
３つ目は、社会全体で被害の未然防止に取り組む水際対策として、金融機関窓口での高額出金や振込者及びコン 

ビニでの高額の電子マネーの購入者に対する積極的な声掛けのお願いです。 

 
これにより、令和７年は１２５件、総額約３億１千万円にのぼる被害を未然に阻止していただきました。 

 被害件数、被害額が増加している状況ではありますが、これらの施策の結果、県内の特殊詐欺の認知件数及び被 
害額は、九州内で最も少なく、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺は九州で唯一発生件数が減少し、かつ九州内で最も少 
ない件数となっています。 

 

また、全国同規模５県を比較したところ、特殊詐欺の認知件数及び被害額とも、最も少ない状況であり、これら 
は先に述べた被害防止対策が着実に実を結んだ成果であると考えております。 
 県警では、引き続き、関係事業者と連携し官民一体となった被害防止対策を推進してまいります。 
 

 

決算特別委員会指摘要望事項に係る対応状況 警察本部生活安全少年課

２ 予算議案等



都城警察署庁舎整備基本構想の概要について 警察本部施設装備課

① 都城警察署の現状

●所在地 都城市東町４街区17号

●庁舎概要

建設年月日 経過年数 構造 敷地面積 延床面積 署員数

S32.3.23 68年 ＲＣ４階 約7,200㎡ 3,236㎡ 207名

② 建て替え方針

【現地建て替えの利点】

●事案発生の多い繁華街に近く、これまで同様迅速な初動対応が可能である
●長年慣れ親しまれている場所であり、住民の利便性が確保される
●主要官公署と近接しており、これまで同様関係機関との迅速な連携が図られる

１ これまでの経緯

方針：現地建て替え

３ その他報告事項

（R7.4.1現在）
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都城警察署庁舎整備基本構想の概要について 警察本部施設装備課

① 庁舎整備の基本的な考え方

② 整備事業費

【整備事業費】
約67億3,000万円

イメージ図

(2) 警察庁舎としての基本的性能の確保

(1) 警察庁舎として必要な機能の確保

〔主な内訳〕 ●工事費 約56億8,600万円
●設計等委託費 約 6億4,400万円
●仮設棟借上費 約 1億6,600万円
●備品等購入費 約 1億2,000万円

２ 基本構想の概要

● 治安維持機能（捜査会議室、被害者支援室など専門諸室の整備等）の確保
● 大規模な地震においても警察機能を維持するために必要な耐震性能の確保
● 災害発生時における電力、通信及び給排水等ライフライン機能維持の確保

● 社会性（地域との調和、良好な景観）や環境保全性（環境負荷の低減等）への配慮
● 安全性（防災、防犯等）や機能性（ユニバーサルデザイン、室内環境等）への配慮
● 経済性（ライフサイクルコストの最適化による機器等の経済的更新性等）への配慮
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３ その他報告事項

都城警察署庁舎整備基本構想の概要について 警察本部施設装備課

③ 庁舎の規模等

【庁舎の規模】

【各階配置案】

④ 建設スケジュール(予定)

基本設計
実施設計

本庁舎
建設工事

本庁舎
供用開始

令和８～10年度 令和11～12年度 令和13年3月 令和13年度 令和13～14年度 令和15年3月

種別 構造 階数 延床面積

本庁舎 鉄筋コンクリート造 ５階 約5,330㎡

附属棟 鉄骨造 ２階 約1,780㎡

５階

４階

３階

２階

１階

警備課、講堂等

刑事第一課、刑事第二課等

留置管理課

署長室、警務課、生活安全課

会計課、交通課、地域課

本庁舎

２階 道場、倉庫

１階 車庫、倉庫、霊安室

附属棟

完 成
附属棟
建設工事

旧本庁舎
解体工事

14
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災害発生時における警察活動等について
１ 災害発生時における警察活動について

(1) 防災行政の中における警察の災害警備活動の位置付け
災害予防
災害応急対策（
災害復旧

(2) 災害応急対策
ア 被害情報等の収集及び伝達
イ 被害実態の早期把握
ウ 被災者の救出・救助
エ 行方不明者の捜索
オ 災害危険箇所の警戒
カ 被災地住民の避難誘導
キ 不法事案等の予防及び取締り
ク 避難場所、重要施設等の警戒活動
ケ 避難路及び緊急交通路の確保
コ 交通の混乱の防止及び交通秩序の確保
サ 県民の安全確保及び不安解消等に必要な広報
シ ご遺体の検視及び身元確認
ス 関係機関の行う災害復旧及び復興対策への協力
セ その他必要と認める措置

避難所での相談対応

信号機の滅灯等に伴う交通事故防止活動

３ その他報告事項

災害予防

防災行政 災害応急対策（警察の災害警備活動の
殆どがこれに属する）

災害復旧

警察本部警備第二課
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２ 災害警備部隊について
(1)   宮崎県警察災害警備先遣隊

～ 県内における部隊活動
県内で災害が発生し、又は発生が予
想される場合に、警察署の管轄を越え
て直ちに現場出動し、被災情報・交通
情報等の収集及び報告、救出・救助活
動、その他災害警備活動等の初動措置
を行うことを任務とし、平成８年10月
１日に発足。
機動隊長以下187名体制

３ その他報告事項

【宮崎県警察災害警備先遣隊の編制】

警察本部警備第二課
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(2) 宮崎県警察広域緊急援助隊
～ 県外派遣部隊

平成７年の阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、
国内の大規模災害発生時に都道府県の枠を超えて
即応することを目 的として、各県警察に高度の救
出能力を持つ「広域緊急援助隊」が編成された。

宮崎県広域緊急援助隊（交通部隊）
の活動状況～H28.4 熊本地震

宮崎県広域緊急援助隊（警備部隊）の活動状況
～R6.1 能登半島地震

３ その他報告事項
警察本部警備第二課
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３ 宮崎県警察の主な取組について

消防との合同訓練の状況 ～R7.7 宮崎県総合防災訓練の状況～R7.11

近畿管区警察局災害警備訓練施設
における訓練の状況～R8.1

九州管区広域緊急援助隊合同訓練
（大分県大分市）の状況～R8.2

イ 宮崎県総合防災訓練

ウ 近畿管区警察局災害警備訓練施設を
使用した訓練

ア 消防との合同訓練

エ 九州管区広域緊急援助隊合同訓練

３ その他報告事項

(1) 救出救助技能の向上
警察本部警備第二課
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(2) 防災意識の向上

防災講話の状況～R7.5 イオン宮崎における防災イベントの状況～R7.5

ア 防災指導、防災講話 イ 各種イベント参加

３ その他報告事項
警察本部警備第二課



20外国語リーフレット

ウ 外国語リーフレット作成

３ その他報告事項
警察本部警備第二課


